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• 安全上のご注意 
ご使用の前に 
本製品をご使用になる前に必ずこの取扱説明書をよくお読みください。特に接続方法および操作説明などにおけ

る指示・警告事項は安全上重要な項目です。お読みの上、正しくお使いください。 
 

 
注意  ご使用になる前に必ず取扱説明書（本書）をお読み下さい 

 

取り扱い上のご注意 
1. ブートモードで書込み可能なモードは制限があります。ご使用のＣＰＵのマニュアルをご確認下さい。 

2. ターゲットシステムとの接続は信号が一致する事を確認して下さい。一致しない場合、ターゲットＣＰＵ

が永久破壊となる場合があります。 

3. インターフェースレベルの選択はターゲットシステムと一致させて下さい。一致しない場合、ターゲット

ＣＰＵが永久破壊となる場合があります。 

4. ＡＣアダプタを使用する場合は、付属品を使用して下さい。付属品以外を使用しますと故障の原因となり

ます。 

5. ＡＣアダプタは規定の電圧でご使用ください。誤った電圧でご使用になりますと故障の原因となります。 

6. 電池を取り替える場合は極性を確認し取り付けて下さい。極性を間違うと故障の原因となります。 
7. 本書で指示する安全な操作方法及び警告に従わない場合、又は仕様ならびに接続条件等を無視した場合に

は動作および危険性を予見できず安全性を保証することが出来ません。本書の指示に反することは絶対に

行わないで下さい。 
8. ケーブルは消耗品扱いのため修理及び保証の対象外となります。 
9. 付属の電池は動作確認用です。使用可能時間が短い場合があります。 
10. 保証期間内に修理依頼されるときは保証書を必ず添付して下さい。添付されないと保証書に記載されてい

る保証が受けられなくなります。保障内容については保証書を参照下さい。 
11. ユーザー登録カードに必要事項をご記入の上ご返送下さい。ユーザー登録されますと今後のバージョンア

ップ等のご連絡をさせて頂きます。 
 

危険  
1. 電池を、火の中に投入したり、加熱しないでください。 
2. 電池のプラス・マイナスを、金属類で接続しないでください。 
 
 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を

負う可能性が想定される内容を示しています 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を追う可能性が想定され

る内容、または物的損害の発生が想定される内容を示しています 

警告表示の意味 

は注意（警告を含む）を、促す内容があることを告げるものです  
は禁止の行為であることを告げるものです  
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１，概要 

 Ｉ.Ｓ.Ｐ－１００は(株)日立製作所のＦ－ＺＴＡＴ™マイコンをオンボードで書き込みできる製品です。 
 

２，特徴 

1. 内蔵メモリに記録したデータをＩ.Ｓ.Ｐ－１００本体のみでブートモード書込みするオフラインモードと、

パソコン上のデータをＩ.Ｓ.Ｐ－１００経由でブートモード書込みするオンラインモードの両方を備えてい

ます。 

2. 二電源系と単一電源系どちらのＣＰＵにも対応しています。 

3. 書き込み通信ポート（ＳＣＩ）のインタフェースは２３２レベルとＴＴＬレベルの選択が可能です。 

4. ターゲットシステム電源により５Ｖ／３Ｖの選択が可能です。 

5. フラッシュメモリ 512ｋバイトを内蔵しています。これを最大４分割して(最小 128ｋバイト単位)データを

記録保存できます。 

6. 液晶表示器によりＣＰＵ名 ファイル名 インターフェース状態表示するため簡単操作です。 

 

３，構成 
   この製品の構成は以下の通りです。 
1. Ｉ.Ｓ.Ｐ－１００本体   １台 

2. 接続ケーブルＡ（二電源系書込用）  １本 

3. 接続ケーブルＢ（単一電源系書込用） １本 

4. ＡＣアダプタ    １台 

5. 単Ⅲ電池 （アルカリ電池）  ２本 

6. 通信ソフト （３．５インチＦＤ）  ２枚 

7. 取扱説明書（本書）   １部 

8. 製品保証書    １部 

9. 登録カード    １枚 

10. 接続ケーブルＭ２   １本 （オプション 標準構成には含まれません） 

11. 接続アダプタＰ２   １台 （オプション 標準構成には含まれません） 
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４，各部の外観と主な機能 

 
① 電源スイッチ  ＯＮで本器の電源が入ります。 

② ファンクションスイッチ 書込みデータで設定されたＣＰＵの発振クロック値が確認出来ます 

③ データ選択スイッチ  書込みデータを選択します。 

④ プログラムスイッチ  ターゲットシステムのＣＰＵの書込みを行います。 

⑤ 液晶表示部  選択された各データと現在の状態を表示します。 

⑥ 通信ポートコネクタ  パソコンとの通信用コネクタです。 

⑦ 接続用コネクタ  接続ケーブルを接続するコネクタです 

⑧ 電圧設定スイッチ  ターゲットシステムの電源電圧に設定します。 

⑨ ＳＣＩレベルスイッチ インタフェースレベルを２３２又はＴＴＬを選択します。 

⑩ 電池ボックス  電池を収納します。 

⑪ アダプタ用コネクタ  ＡＣアダプタを接続します。 

      Ｆｉｇ，１ 
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５，インストール 
1. 他の起動中のプログラムを全て終了します。 

2. “Ｉ.Ｓ.Ｐ－１００転送プログラム SETUP DISC１”をフロッピーディスクドライブに挿入します 

3. ［スタート］ボタンをクリックし、［設定］をポイントします。 

4. 次に［コントロールパネル］をクリックします 

5. ［アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックします 

6. ［セットアップ(インストール)と削除］タブの［セットアップ］をクリックします 

7. 画面に表示されるセットアップの指示に従います 

     注意：お使いのシステムによりファイルアップデートのためリセットが必要な場合があります。 

        その場合リセット後再度上記の操作を行ってください。 

      旧バージョンのソフトがインストールされている場合、まずアンインストールの操作を行って 

      からインストールしてください。 

  
６，アンインストール 
   Ｉ.Ｓ.Ｐ－Ｈｏｓｔのプログラムが不要の場合は以下の操作で削除します。 
1. ［スタート］ボタンをクリックし、［設定］をポイントします。 
2. 次に［コントロールパネル］をクリックします。 
3. ［アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックします 
4. ［セットアップと削除］タブのプログラム一覧より[I.S.P-100 Host Program]を選択します 
5. ［追加と削除］をクリックします。 

 
７，ファイル形式について 
   Ｉ.Ｓ.Ｐ－１００への転送可能ファイル形式は以下の通りです。 
1. ファイル形式はモトラーラＳフォーマットで、行末が CR、LFになっているものです。 
2. ファイル名が“ISP100.mot”の場合本体に転送されますと、“ISP100mot”と表示されます。 
3. インテルＨＥＸには対応していません。 
4. ファイル名は漢字ひらがな等、全角文字に対応していません。 
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８，プログラムの起動方法 
タスクバー上のスタートボタンからＩ.Ｓ.Ｐ－Ｈｏｓｔを起動する事ができます。以下の手順に従ってくださ
い。 
1. タスクバーの左側にある［スタート］ボタンをクリックします。 
2. ［プロｸﾞラム］をクリックします。 
3. ［I.S.P-100 Host Program］をクリックします。 
4. 起動しますとＦｉｇ．２の画面になります。 

     Ｆｉｇ．２ 
 
(1) 転送ファイルネーム 書き込むデータのファイルネームを入力します｡拡張子は､“mot”又は､ 

    “s”です｡ 
    [参照]をクリックしファイルを選択可能です。 
(2) 書込ページ  I.S.P-100 に書き込むページを選択します｡オンライン書込み時は“THRU”
    を選択します。 
(3) ターゲットＣＰＵ ターゲットシステムのＣＰＵを選択します 
(4) ターゲットのクロック ターゲットシステムのクロック周波数*1を入力します。 
(5) Ｃｏｍ Ｐｏｒｔ 本器の接続するポートを選択します。 
(6) メモリーの内容  現在接続されているＩ.Ｓ.Ｐ－１００の内容が表示されます。 
    データを転送すると内容は更新されます。 
(7) 転送開始 [転送開始]をクリックすると現在設定されている条件で I.S.P-100 にデータを

転送します（上書きされます） 
(8) メモリー確認 [メモリー確認]をクリックすることで現在接続されている I.S.P-100 のメモリ

ーの内容が表示されます。 
(9) 転送速度      転送速度 9600BPSまたは 38400BPSを選択します 
(10) サイズ      バイナリに展開したときの先頭からの大きさです。ファイルサイズとは異    
    なります。 
 
 

注意 オンライン書込み時（ＴＨＲＵ選択時）は、ターゲットＣＰＵに対し書込みを開始しますので転送開
始前にターゲットＣＰＵへの各レベル設定を終了しておく必要があります。判断が付かないとき

はターゲットＣＰＵへの接続を行わないでください。未確認で行った場合、誤接続によりターゲッ

トＣＰＵが永久破壊となる場合があります。 
注意 *1 ターゲットＣＰＵのクロックは、ＳＨシリーズは CPU に与えられるクロック数×逓倍数 Ｈ８シリー

ズは CPUに与えられるクロック数で入力してください。 
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９，接続方法 
1. Ｆｉｇ．３を参照して接続して下さい。 

2. オンライン接続及びデータファイルの転送の時はＲＳ２３２ケーブルが必要です。（付属していません） 
3. 使用するシステムに応じて接続ケーブルを使い分けて下さい。 

 

     Ｆｉｇ．３ 
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１０，データファイルの転送 
 ファイルをＩ.Ｓ.Ｐ－１００へ転送します。ファイルを転送しますとそのページに上書きされ以前の 
 内容を失いますのでご注意下さい。 
1. パソコンの通信ポートと本器をストレートケーブルで接続します。 
2. プログラムを起動します。 
3. 本器の電源をＯＮします。 
4. 書込みページを選択します。 
5. ターゲットＣＰＵを選択します。 
6. ターゲットのクロックを入力します。 
7. 現在接続している通信ポートを選択します。 
8. 転送速度を設定します。 
9. 送信するファイルネームを入力します。［参照］でファイルを選択することも可能です。 
データのサイズが１２８ｋを越えるものは次のページに連続して書込みとなりますので注意ください。 

   また４ページに１２８ｋを越えるものは書き込みできません。 
   （モトローラＳフォーマット形式のファイルのみ転送可能です） 
10. 選択項目が決定しましたら［送信開始］をクリックします。 
11. 送信のバーメータが表れ、送信状況がモニタ出来ます。本器のＬＣＤは受信状態の「ＰＣ」と書込み中の

ページを表示します。 
12. 送信が終わるとバーメータが閉じて送信が完了します。本器のＬＣＤは受信したページと受信ファイル名

を表示します。 
13. データの確認は、本器の「ＤＡＴＡ」ボタンもしくはパソコンの「メモリー確認」ボタンで可能です。 
14. パソコン側は送信が終了すると「メモリーの内容」が更新されます。 
15. 転送を中止する場合は「中止」をクリックして下さい。 
 
 注意 誤って“ＴＨＲＵ”の状態で転送開始を行うと、ターゲットＣＰＵに対し書込みを開始します。接続

ケーブルを開放するか、最初ににターゲットＣＰＵへの各レベル設定を終了しておく事を、おすす

めします。 
 
１１，データファイル名の確認 
 現在のデータファイル名をパソコンの画面で確認します。 
1. パソコンの通信ポートと本器をストレートケーブルで接続します。 
2. プログラムを起動します。 
3. 本器の電源をＯＮします。 
4. ［メモリー確認］をクリックします。 
5. Ｉ.Ｓ.Ｐ－１００に保存されている各ページ毎の ＣＰＵ名、クロック（ＭＨｚ）、ファイルネーム、ファ
イルサイズが表示されます。 
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１２，ターゲットＣＰＵへのオンライン書込み 
 パソコンのデータを直接ターゲットＣＰＵへ書込みする方法です。 
1. パソコンの通信ポートと本器をストレートケーブルで接続します。 
2. プログラムを起動します。 
3. 本器の電源をＯＮします。 
4. 電圧設定スイッチをターゲットシステムの電源電圧に合わせて５Ｖまたは３Ｖを選択します。 
5. ＳＣＩレベルスイッチをターゲットシステムのインタフェースレベルに合わせて２３２又は 

 ＴＴＬを選択します。 
6. 書込ページを“ＴＨＲＵ”に選択します。 
7. ターゲットＣＰＵを選択します。 
8. ターゲットのクロックを入力します。 
9. 現在接続している通信ポートを選択します。 
10. 転送速度を設定します 
11. 送信するファイルネームを入力します。［参照］でファイルを選択することも可能です。 
  （モトローラＳフォーマット形式のファイルのみ転送可能です） 
12. ターゲットＣＰＵに合わせて接続ケーブルＡ、又は接続ケーブルＢを接続します。 
13. 接続ケーブルをターゲットシステムに接続します。 
14. ターゲットシステムの電源を投入します。 
15. 接続を確認し、ＣＰＵ名、電圧レベル、インターフェースレベル、ファイル名、発振クロック値の条件が

整っていることを再確認後［送信開始］をクリックします。 
16. 送信のバーメータが表れ送信状況がモニタ出来ます。本器は「ＴＨＲＵ」を表示しオンライン書込みであ

る事を示します。 
17. 送信が終わるとバーメータが閉じて送信が完了します。 
18. ターゲットシステムの電源をＯＦＦします。 
19. 接続ケーブルをターゲットシステムから開放します。 
20. 書込みを中止したい場合は［中止］をクリックする事により中断します。 
 

 
注意 ［転送開始］ボタンを、クリックすると現在設定されている条件でターゲットＣＰＵに対し書込みを、

開始します。必ずターゲットＣＰＵへのレベル設定を終了しておく必要があります。 
 

１３，ターゲットＣＰＵへのオフライン書込み 
 Ｉ.Ｓ.Ｐ－１００のデータをターゲットＣＰＵへ書込みする方法です。 
1. 本器の電源をＯＮします。 
2. 電圧設定スイッチをターゲットシステムの電源電圧に合わせて５Ｖまたは３Ｖを選択します。 

3. ＳＣＩレベルスイッチをターゲットシステムのインタフェースレベルに合わせて２３２又は 

 ＴＴＬを選択します。 

4. データ選択スイッチで対象データを選択します。 
5. ターゲットＣＰＵに合わせて接続ケーブルＡ又は接続ケーブルＢを接続します。 
6. 接続ケーブルをターゲットシステムに接続します。 
7. ターゲットシステムの電源を投入します。 
8. 接続を確認し、ＣＰＵ名、電圧レベル、インターフェースレベル、ファイル名、発振クロック値の条件が

整っていることを再確認後［ＰＲＯＧ］ボタンを約２秒間押す事により書込みが開始されます。 
9. 書込みが開始されると「ＥＲＡＳ」が表示され、その後「ＰＲＯＧ」に変化します。表示は送信ビットレ

ートと、書込み状態を「＊＊％」で表示します。 
10. 書込み状態が０％～１００％まで表示され１００％で書込み終了です。 
11. ターゲットシステムの電源をＯＦＦします。 
12. 接続ケーブルをターゲットシステムから開放します。 
13. 書込みを中止したい場合は書込み時［ＰＲＯＧ］ボタンを再度約２秒間押すことにより中断します。（中断した場合タ

ーゲットＣＰＵのデータ内容は不定です） 
 

注意 必ずターゲットＣＰＵへの各レベル設定を終了後ターゲットシステムに接続し、ターゲットＣＰＵに
対し書込みを行って下さい。  

注意 ［ＦＵＮＣ］ボタンを約 2秒間押すことで転送速度をブート時のビットレートに固定できます。ノイズ
等で正常に書き込みできない場合に試してみてください。“CNST”と表示されます。 
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１４，ターゲットシステムとの接続方法 
Ｉ.Ｓ.Ｐ－１００とターゲットシステムとの接続方法は、二電源系、単一電源系がありまたＣＰＵの種
別により異なります。接続方法を誤るとＣＰＵが永久破壊となることがありますので十分注意下さい。 

 
１４-1 二電源系 接続ケーブルＡを使用します。各ＣＰＵとの接続は以下の表を参照下さい。 
 

接続ケーブルＡ      CPU 総称 

Ｎｏ， 信号名 H8/3644F H8/3334YF H8/3337YF H8/3434F H8/3437F H8/3048F H8/538F H8/539F 

1 GND GND GND GND GND GND GND GND GND 

2 TxD ＴＸＤ ＴＸＤ１ ＴＸＤ１ ＴＸＤ１ ＴＸＤ１ ＴＸＤ１ ＴＸＤ１ ＴＸＤ１ 

3 RxD ＲＸＤ ＲＸＤ１ ＲＸＤ１ ＲＸＤ１ ＲＸＤ１ ＲＸＤ１ ＲＸＤ１ ＲＸＤ１ 

4 ／ＲＥＳＥＴ ／ＲＥＳ ／ＲＥＳ ／ＲＥＳ ／ＲＥＳ ／ＲＥＳ ／ＲＥＳ ／ＲＥＳ ／ＲＥＳ 

5 Ｖｉｎ Ｖｉｎ Ｖｉｎ Ｖｉｎ Ｖｉｎ Ｖｉｎ Ｖｉｎ Ｖｉｎ Ｖｉｎ 

6 Vpp ＦＶｐｐ ＦＶｐｐ ＦＶｐｐ ＦＶｐｐ ＦＶｐｐ Ｖｐｐ Ｖｐｐ Ｖｐｐ 

7 MD* ＴＥＳＴ ＭＤ１ ＭＤ１ ＭＤ１ ＭＤ１ ＭＤ2 ＭＤ2 ＭＤ2 

8 GND GND GND GND GND GND GND GND GND 

 
注意 接続時の注意事項 
(1) Ｆｉｇ．３を参照に回路を構成下さい。推奨接続コネクタは ＩＬ－Ｓ－８Ｐ－Ｓ２Ｌ２－ＥＦ（ＪＡＥ製）です。 
(2) Ｖｐｐ端子、ＭＤ＊端子を通常動作時Ｖｃｃへプルアップして使用する場合は、書込み時に１２Ｖが印可されますの

でＶｃｃラインへの逆電流を防止するためダイオードを挿入して下さい。プルアップは約１０ｋΩ程度が必要です。 
(3) Ｖｐｐ端子、ＭＤ＊端子は、オーバーシュート、ノイズ除去の為ＣＰＵの端子近くにコンデンサを挿入下さい 
(4) ／ＲＥＳ端子はオープンコレクタ出力のため約１０ｋΩ程度プルアップが必要です。 
(5) ＳＣＩ端子は２３２レベルとＴＴＬレベルが選択されます。システムと接続される前に選択下さい。接続してからの切

換は絶対行わないで下さい。 
(6) 通常動作時ＳＣＩを使用する場合切換回路が必要です。 
(7) ＴＴＬレベルはシステムの電圧に併せて５Ｖ／３Ｖが選択されます。システムと接続される前に選択下さい。接続し

てからの切換は絶対行わないで下さい。 
(8) Ｖｉｎの電流容量は数ｍＡ程度必要です。(18,外部インターフェイス を参照下さい) 

 
Ｆｉｇ．３ 
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１４-2 単一電源系  接続ケーブルＢを使用します。各ＣＰＵとの接続は以下の表を参照下さい。 
 

接続ケーブルＢ      CPU 総称 

Ｎｏ， 信号名 H8S/2128F H8S/2132F H8S/2132RF H8S/2134F H8S/2134AF H8S/2138F H8S/2138AF H8S/2142F 

1 GND GND GND GND GND GND GND GND GND 

2 TxD TXD0 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 

3 RxD RXD0 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 

4 ／ＲＥＳＥＴ /RES /RES /RES /RES /RES /RES /RES /RES 

5 Ｖｉｎ Vin Vin Vin Vin Vin Vin Vin Vin 

6 FW* (P*) P4*（注６） P9*（注６） P9*（注６） P9*（注６） P9*（注６） P9*（注６） P9*（注６） P9*（注６） 

7 MD* MD*（注６） MD*（注６） MD*（注６） MD*（注６） MD*（注６） MD*（注６） MD*（注６） MD*（注６） 

8 GND GND GND GND GND GND GND GND GND 

 
接続ケーブルＢ      CPU 総称 

Ｎｏ， 信号名 H8S/2142RF H8S/2144F H8S/2148F H8S/2238F H8S/2328F H8S/2338F H8S/2345F H8S/2357F 

1 GND GND GND GND GND GND GND GND GND 

2 TxD TXD1 TXD1 TXD1 TXD2 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 

3 RxD RXD1 RXD1 RXD1 RXD2 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 

4 ／ＲＥＳＥＴ /RES /RES /RES /RES /RES /RES /RES /RES 

5 Ｖｉｎ Vin Vin Vin Vin Vin Vin Vin Vin 

6 FW* (P*) P9*（注６） P9*（注６） P9*（注６） FWE FWE FWE FWE FEW 

7 MD* MD*（注６） MD*（注６） MD*（注６） MD2 MD2 MD2 MD2 MD2 

8 GND GND GND GND GND GND GND GND GND 

 
接続ケーブルＢ      CPU 総称 

Ｎｏ， 信号名 H8S/2623F H8S/2633F       

1 GND GND GND       

2 TxD TXD2 TXD2       

3 RxD RXD2 RXD2       

4 /RESET /RES /RES       

5 Vin Vin Vin       

6 FW* (P*) FWE FWE       

7 MD* MD2 MD2       

8 GND GND GND       

 
接続ケーブルＢ      CPU 総称 

Ｎｏ， 信号名 H8/3022F H8/3039F H8/3052F H8/3062F H8/3062AF H8/3062RF H8/3064F H8/3067F 

1 GND GND GND GND GND GND GND GND GND 

2 TxD TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 

3 RxD RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 

4 /RESET /RES /RES /RES /RES /RES /RES /RES /RES 

5 Vin Vin Vin Vin Vin Vin Vin Vin Vin 

6 FW* (P*) FWE FWE FWE FWE FWE FWE FWE FWE 

7 MD* MD2 MD2 MD2 MD2 MD2 MD2 MD2 MD2 

8 GND GND GND GND GND GND GND GND GND 

 
接続ケーブルＢ      CPU 総称 

Ｎｏ， 信号名 H8/3337SF H8/3437SF H8/3664F H8/3857F H8/539SF    

1 GND GND GND GND GND GND    

2 TxD TXD1 TXD1 TXD TXD TXD1    

3 RxD RXD1 RXD1 RXD RXD RXD1    

4 ／ＲＥＳＥＴ /RES /RES /RES /RES /RES    

5 Ｖｉｎ Vin Vin Vin Vin Vin    

6 FW* (P*) P9*（注６） P9*（注６） P85 FWE FWE    

7 MD* MD*（注６） MD*（注６） NMI TEST2 MD0    

8 GND GND GND GND GND GND    
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接続ケーブルＢ      CPU 総称 

Ｎｏ， 信号名 SH7017F SH7044F SH7045F SH7050F SH7051F SH7055F   

1 GND GND GND GND GND GND GND   

2 TxD TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1 TXD1   

3 RxD RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1 RXD1   

4 ／ＲＥＳＥＴ /RES /RES /RES /RES /RES /RES   

5 Ｖｉｎ Vin Vin Vin Vin Vin Vin   

6 FW* (P*) FWP FWP FWP FWE FWE FWE   

7 MD* MD1 MD1 MD1 MD1 MD1 MD1   

8 GND GND GND GND GND GND GND   

 
 
 
注意 接続時の注意事項 
 

(1) Ｆｉｇ．4 を参照に回路を構成下さい。推奨接続コネクタは ＩＬ－Ｓ－８Ｐ－Ｓ２Ｌ２－ＥＦ（ＪＡＥ製）です。 

(2) ＭＤ＊端子、ＦＷ* (P*)端子は使用するモードで約１０ｋΩ程度でプルアップ又はプルダウンして使用して下さい。

（各ＣＰＵのマニュアルをご参照ください） 

(3) ／ＲＥＳ端子は、オープンコレクタ出力のため約１０ｋΩ程度のプルアップが必要です。 

(4) ＳＣＩ端子は２３２レベルとＴＴＬレベルが選択されます。システムと接続される前に選択下さい。接続してからの切

換は絶対行わないで下さい。 

(5) 通常動作時ＳＣＩを使用する場合切換回路が必要です。（但し、回路構成により省略が可能ですので回路を参考

下さい）ＴＴＬレベルは、システムの電圧に併せて５Ｖ／３Ｖが選択されます。システムと接続される前に選択下さい。

接続してからの切換は絶対行わないで下さい。 
(6) リセット時 P*0～P*2=1、MD0,MD1=0 の条件でのﾌﾞｰﾄ書き込み方式ﾀｲﾌﾟを選択された場合 
   I.S.P-100 側はリセット時 FW*(P*)=1、MD*=0 となります。 
P*0～P*2、MD0,MD1 ピンはリセット時に、条件が一致するよう必要に応じて外部回路を取り付けてください 

(7) Ｖｉｎの電流容量は数ｍＡ程度必要です。(18,外部インターフェイス を参照下さい) 
(8) (株)日立製作所製書き込みアダプタ(２０pin)とピン互換のオプションケーブルを用意しています（別売品）。 
 

「単一電源版 F-ZTAT ﾏｲｺﾝﾎﾞｰﾄﾞ書き込みｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾉｰﾄ (4.ﾕｰｻﾞｰ実機使用例)」（株）日立製作所 発行を 

   ご参考ください 
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単一電源系 参考接続図  Ｆｉｇ．４ 
 

 
リセット時 P*0～P*2=1、MD0,MD1=0の条件でのブート書き込み方式のタイプは P*0～P*2をリセット時"High"に設
定される必要があります。 
入力ポートで使用している場合はMD*信号で切り替える、またはリセット時 P*0～P*2が"High"になる回路構成として
ください。 
出力ポートで使用される場合はあらかじめ P*0～P*2をプルアップで"High"にしてください。 
 
 ユーザーシステムで入力ポートとして使用する場合の例（モード２の例） 
 

MD*端子のレベルにより､P*0～P*2 の使用目的を切
り換えます。 
 
ａ、通常動作時 MD*=”High” P*0～P*2は入力 
ｂ、ﾌﾞｰﾄﾓｰﾄﾞ時 MD*=”Low” P*0～P*2=”High” 
 
 
 
 
 
 

  
   ユーザーシステムで出力ポートとして使用する場合の例（モード３の例） 

 
 
ａ、通常動作時 MD*=”High” P*0～P*2は出力 
ｂ、ﾌﾞｰﾄﾓｰﾄﾞ時 MD*=”Low”  P*0～P*2=”High “ 
 
P*0も出力で使用する場合は FW*(P*)信号は不要です 
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１５，メモリチェック（消去）機能 
 Ｉ.Ｓ.Ｐ－１００は、内蔵メモリのチェック（消去）機能があります必要に応じてご使用ください。 
(1) ［ＦＵＮＣ］と［ＰＲＯＧ］スイッチを同時に押したままで［ＰＯＷＥＲ］スイッチを［ＯＮ］にします。 
(2) メモリチェックモードになります。［ＰＲＯＧ］スイッチを約２秒間押すことにより開始します。 
(3) 異常なければ終了します。 
(4) メモリ異常の場合は、販売店または弊社にご相談ください。 
 
注意 この機能を行うと内蔵メモリの内容が消去されますので注意ください。 
 
１６，エラーコード 
 Ｉ.Ｓ.Ｐ－１００は主なエラーコードとして以下のものがあります。エラーの状況により処理して下
さい。 
 
(1)  E000 ｹｰﾌﾞﾙｴﾗｰ  選択ケーブルを確認下さい｡また接続を確認下さい｡ 
(2)  E010 CPU ﾋﾞｯﾄﾚｰﾄ不一致 通信速度が一致しません｡CPUクロック設定もしくは端子にブート 
                   モードの条件が確実に整っているか確認下さい｡ 
(3)  E100 ｲﾚｰｽｴﾗｰ  消去できません｡CPU書き込みすぎか不良です｡ 
(4)  E120 ﾎﾞｰﾚｰﾄｴﾗｰ(無応答) CPUのクロックを確認下さい｡ 
(5)  E121 ﾎﾞｰﾚｰﾄｴﾗｰ(異常応答) CPUのクロックを確認下さい｡ 
(6)  E200 ｼﾘｱﾙｴﾗｰ(無応答) 通信が正常動作できません｡接続を確認下さい｡ 
(7)  E201 ｼﾘｱﾙｴﾗｰ(異常応答) 通信が正常動作できません｡接続を確認下さい｡ 
(8)  E230 ﾒﾓﾘｰｴﾗｰ  書込みができません｡CPU書込みすぎか不良です｡ 
(9)  E900 SCI ﾚﾍﾞﾙｴﾗｰ TTL/RS232のレベルが設定と一致していません｡設定を確認下さい｡ 
(10) E910 電源検出ｴﾗｰ ターゲットの電源が異常です｡Vinの電圧を確認下さい｡ 
(11) BATT ﾊﾞｯﾃﾘｰ低下 バッテリーの低下です｡電池の交換をして下さい 
 
注意 バッテリー低下の場合は書込みが出来ない場合があります。電池を交換して書込みを行って下さ

い 
バッテリー低下と他のエラーが発生した場合は「ＢＡＴＴ」と「Ｅ＊＊＊」と交互に表示します。 
項目（１）～（１１）以外のＥ＊＊＊が発生したときは販売店または当社にご相談下さい 
ターゲットのＳＣＩが２３２レベルで本器の設定がＴＴＬの場合、保護回路のためにＥ９００ 
エラーではなくＥ０１０エラーとなる場合があります。 

 
１７，パソコンとのＲＳ２３２接続について 
 I.S.P-100とパソコンを接続する場合は､市販の RS232ストレートケーブルを使用ください。 

下図のような接続を推奨します。 
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１８，外部インターフェース 
 

 二電源系接続図 

 
    Ｆｉｇ．５ 
 
 

単一電源系接続図 

 
 
 
    Ｆｉｇ．６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 17 - 
 

 
１９，仕様 
1. 対象ＣＰＵ  
：二電源系  Ｈ８／５３８Ｆ、Ｈ８／５３９Ｆ、Ｈ８／３０４８Ｆ、Ｈ８／３６４４Ｆ、Ｈ８／３４３４Ｆ、Ｈ８／３４３７Ｆ 
 （書込電圧１２Ｖ系） Ｈ８／３３３４ＹＦ、Ｈ８／３３３７ＹＦ 
   
：単一電源系  Ｈ８Ｓ／２１２８、Ｈ８Ｓ／２１３２、Ｈ８Ｓ／２１３４、Ｈ８Ｓ／２１３８、Ｈ８Ｓ／２１４２、Ｈ８Ｓ／２１４８ 
 （書込電圧 ５Ｖ系） Ｈ８Ｓ／２３４５、Ｈ８Ｓ／２３５７、Ｈ８／３０３９Ｆ、Ｈ８／３０６２Ｆ、Ｈ８／３０６７Ｆ 

Ｈ８／３３３７ＳＦ、Ｈ８／３４３７ＳＦ、Ｈ８／５３９ＳＦ（モード７） 
Ｈ８／３０２２Ｆ、Ｈ８/３０５２Ｆ,Ｈ８/３０６２ＲＦ,Ｈ８/３０６２ＡＦ,Ｈ８/３０６４Ｆ,Ｈ８／３６６４Ｆ 

Ｈ８／３８５７ＦＨ８Ｓ／２１３２ＲＦ,Ｈ８Ｓ／２１３４ＡＦ,Ｈ８Ｓ／２１３８ＡＦ、Ｈ８Ｓ／２１４２ＲＦ 

 Ｈ８Ｓ／２１４４Ｆ,Ｈ８Ｓ／２２３８Ｆ,Ｈ８Ｓ／２３２８Ｆ,Ｈ８Ｓ／２３３８Ｆ,Ｈ８Ｓ／２６２３Ｆ 

 Ｈ８Ｓ／２６３３Ｆ 

ＳＨ７０１７Ｆ、ＳＨ７０４４Ｆ、ＳＨ７０４５Ｆ、ＳＨ７０５０Ｆ、ＳＨ７０５１Ｆ、ＳＨ７０５５Ｆ 
ターゲットＣＰＵ 

：書込方法  オンボードプログラミング 
：書込モード  ブートモードのみ対応 
：書込方法  オンライン書込み（パソコンより本器を経由して書込み） 

オフライン書込み（データを転送後書込み） 
：書込電圧  二電源系 ：１２Ｖ 
   単一電源系 ：５Ｖまたは３Ｖ 
：ＳＣＩインターフェイス ＴＴＬレベル、ＲＳ２３２レベル選択可能 
：ターゲット電圧レベル ５Ｖ、３Ｖ選択可能 
：書込信号  二電源系 ：Ｖｐｐ、ＭＤ＊、／ＲＥＳＥＴ、ＴＸＤ、ＲＸＤ、ＧＮＤ 
   単一電源系 ：ＦＷ＊（Ｐ＊）、ＭＤ＊、／ＲＥＳＥＴ、ＴＸＤ、ＲＸＤ、ＧＮＤ 
：ビットレート  自動判別により３８４００、１９２００、９６００、４８００、２４００ 
：接続  書込み用ケーブルまたは推奨する接続 

2. データエリア 
：データファイル数 最大バッファ５１２ｋバイト １ページ 

最大４分割（１２８ｋバイト単位で４ページに分割可能） 
：対応フォーマット モトローラＳフォーマット 
：記憶素子  フラッシュメモリ、ＥＥＰＲＯＭ 
：データ記憶回数 １０００００回（最小） 

3. パソコンインターフェース 
：インターフェース ＲＳ２３２ 
：ボーレート  ３８４００、９６００ 
：ソフトウェア  専用制御ソフト（Ｗｉｎ９５ＯＳＲ２以降／９８対応） 

4. ＬＣＤモニタ 
：表示桁  １６文字×２行 
：表示内容  ターゲット CPU のタイプ名､データファイル名､設定電圧､SCI レベル､エラーコード等

 表示 
5. 一般仕様 
電源   アルカリ単３電池×２又は、ＡＣアダプタ（ＤＣ６Ｖ ０．２Ａ） 
外形   ９０×１３０×３０ 
重量   約５００ｇ 
使用温度  ０～４０℃ 
保存温度  ０～５０℃ 
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２０，外観 
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